
・噴霧式コンクリート養生台車を使用します。

・シートとコンクリートの空間に噴霧を行い湿潤養生を行ないます。

・気密性が保持され、保湿性・保温性が得られます。
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【覆工コンクリート養生装置】



・コンクリートは密実になり、初期・長期強度を確保できます。

・乾燥収縮・温度応力によるひび割れが低減できます。

・耐久性に優れたコンクリートが得られ剥離剥落を防止できます。

・従来のひび割れ補修に比べて工期が短縮でき。コストダウンが可能となります。

　　エアーバルグ
　（最後尾に設置） （赤丸部に配置）

・初期強度が従来に比べ、２０％増加します。

　　　　

　　

標準養生：水中（20℃）を示す。

・シート内（湿度９０％、温度25～29℃）坑内（湿度71％、温度22℃）【9月初旬調査】

　　 　ノズルよりの噴霧状況
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